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現状の問題点と活動の目的

現状の問題点
現場で作成する書類が多く、負担が増加している。

書類の達人、InfoPathなどの書類作成ソフトはあるが、
WordやExcelなどの一般ソフトとの互換性がない。

一般ソフトで書類を作成する場合、工事名、住所、建築
主等、同じデータを何度も重複入力している。

活動の目的
工事文書情報ＸＭＬ化のガイドラインを作成することに
より、将来的な電子申請に備える。

アプリケーションフリーによる文書情報の共有効率化

ＸＭＬを利用した現在の技術を把握し、今後の方針を検
討する。



工事文書情報ＷＧの目標

Step1
建設系文書ＸＭＬ
の現状把握

Step2
ＸＭＬによる工事文書
情報交換手法の検討

Step3
工事文書情報ＸＭＬ化
のガイドライン作成



STEP1：建設系文書ＸＭＬの現状把握

建設分野のＸＭＬ標準

設計者と施工者の情報共有（2001年3月）
建築業協会（BCS）、日本建築家協会（JIA）

 「土木工事共通仕様書」を適用する請負工事に用いる
帳票様式共通タグ（案）

建設情報標準化委員会電子成果高度利用検討小委員会（JACIC）

建設情報標準化委員会情報連携基盤小委員会
平成19年度から３カ年でルール化を検討

業界団体との意見交換
 日本建設情報総合センター(JACIC) 、建設データベース協議会

ベンダーとの意見交換
 マイクロソフト、ラインテック、アドビシステムズ



STEP2：ＸＭＬによる工事文書情報交換手法の検討

文書情報交換実験

目的

主要ソフトのＸＭＬ対応状況の確認

帳票作成作業の把握

方法

ＸＭＬを利用してデータ交換を行う

東京都ＡＢ方式「鉄骨工事施工計画報告書」をサンプ
ル帳票として採用

主要アプリケーション間でデータ交換実験



文書情報交換実験

Step2：ＸＭＬによる工事文書情報交換手法の検討

書類の達人で生成したXML
データを
Word,Excel,InfoPath,Acrobat
で読み込み帳票の再現状況
を確認する



文書情報交換実験～使用した帳票とＸＭＬ

Step2：ＸＭＬによる工事文書情報交換手法の検討



文書情報交換実験～ＷＯＲＤによる実験結果

Step2：ＸＭＬによる工事文書情報交換手法の検討

 入力補助機能（プルダウンから選択など）は帳票ごとに
プログラミングが必要となるので現実的には対応不可能

 同じタグを複数回繰り返すXMLは対応していないため、
今回サンプルとして取り上げた「鉄骨工事施工計画報告
書」に完全に対応することはできない

 タグ名を表示しないビューの場合どこにデータを入力す
るかわかりにくい。

 タグを表示されるビューの場合、タグ名が長かったり、
帳票の欄が小さかったりした場合、表示が重なって入力
しづらい。

 また、入力タグを羅列しただけのビューでは入力したい
項目がどこにあるのか探しづらい。



文書情報交換実験～ＷＯＲＤ（ビュー１）

Step2：ＸＭＬによる工事文書情報交換手法の検討



文書情報交換実験～ＷＯＲＤ（ビュー2）

Step2：ＸＭＬによる工事文書情報交換手法の検討



文書情報交換実験～ＷＯＲＤ（ビュー3）

Step2：ＸＭＬによる工事文書情報交換手法の検討



文書情報交換実験～ＥＸＣＥＬによる実験結果

Step2：ＸＭＬによる工事文書情報交換手法の検討

 入力補助機能（プルダウンから選択など）は帳票ご
とにプログラミングが必要となるので現実的には対
応不可能。

 同じタグを複数回繰り返すXMLに対応しているため
「鉄骨工事施工計画報告書」を表現することは可能

 ただしタグの繰り返しは別のシートを作成する必要
がある。

 一から表を作成した場合、多大な労力を要し、現実
的ではない。

 提出先官公庁が帳票をExcelのデータで提供している
ような場合には、比較的軽易な作業で帳票を作成で
きる。



文書情報交換実験～ＥＸＣＥＬ（ビュー１）

Step2：ＸＭＬによる工事文書情報交換手法の検討



文書情報交換実験～ＥＸＣＥＬ（ビュー2）

Step2：ＸＭＬによる工事文書情報交換手法の検討

繰り返しタグに対応するため作成したシート



文書情報交換実験～ＩＮＦＯＰＡＴＨによる実験結果

Step2：ＸＭＬによる工事文書情報交換手法の検討

入力補助機能（プルダウンから選択など）は
基本機能として持っているので対応可能。

同じタグを複数回繰り返すXMLに対応して
いるため「鉄骨工事施工計画報告書」を表現
できる。

今回のサンプル作製時間は約3.5時間。実用
時にも問題のないレベルといえる。

 InfoPathはデータ処理に重点を置いているた
め帳票の再現性という点ではやや問題がある。



文書情報交換実験～ＩＮＦＯＰＡＴＨ

Step2：ＸＭＬによる工事文書情報交換手法の検討



文書情報交換実験～ＡＣＲＯＢＡＴによる実験結果

Step2：ＸＭＬによる工事文書情報交換手法の検討

 入力補助機能（プルダウンから選択など）は基本機
能として持っているので対応可能

 同じタグを複数回繰り返すXMLに対応しているため
「鉄骨工事施工計画報告書」を表現できる

 提出先官公庁が帳票をPDFデータで提供しているよ
うな場合には、比較的軽易な作業で帳票を作成でき
る

 またスキャナーで作成したPDFも同様の扱いができ
るため、紙の帳票しかない書類にも対応が可能

 フォームを作成するにはAcrobat Professionalが必要

 作成したPDFを使用するにはAcrobat Standardが必要
（Readerでは不可）



文書情報交換実験～ＡＣＲＯＢＡＴ（ＰＤＦ）

Step2：ＸＭＬによる工事文書情報交換手法の検討



主要ソフトのＸＭＬ対応状況総括

Step2：ＸＭＬによる工事文書情報交換手法の検討

 InfoPath、書類の達人、Acrobatについては実用
上問題のないレベルでXMLを使った文書情報を
交換できる

 InfoPath、書類の達人(Wizdom)はサーバーで
データを集中管理し、関連する書類の共通項目
を一括して入力、変更することができる

Word、ExcelのXMLには制限があり、XMLでの
データ交換には問題がある

現在のXSLでは表現に限界があり、帳票の再現
性を求める場合には、 InfoPath、書類の達人、
Acrobatで個別に帳票を作成する必要がある



最後に

Step2：ＸＭＬによる工事文書情報交換手法の検討

 XMLを利用しアプリケーション間でデータ交換
を行うことは、技術的には問題がないことが確
認できた。

 XMLの標準化の道筋は見えたが、継続的に維持
管理する仕組みがなければ陳腐化してしまう。
今後は標準化とともに、維持管理の枠組み作り
を検討したい。

業務効率を大幅に向上させるには帳票での提出
を前提とした現在の業務形態を変え、電子申請
の実現が不可欠である。そのためには受発注者、
設計者、監理者の理解、協力が必要となる。今
後関係団体等と連携し、各方面に働きかけて行
きたい。


